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２
０
２
５
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
林
土
連
の
事
業
活
動
全
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、
２
日
の
羽
田
空
港
滑
走
路
で

の
事
故
と
、
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
幕
開
け
と
な
り
、
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
や

台
風
の
相
次
ぐ
襲
来
に
よ
り
全
国
各
地
で
甚
大
な
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
自
然
の
厳
し
さ
を
実
感
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
で
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
獲
得
や
20
年
ぶ
り

の
新
紙
幣
発
行
な
ど
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

私
ど
も
土
木
協
会
の
関
係
で
は
、
昨
年
４
月
か
ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

が
適
用
さ
れ(

い
わ
ゆ
る
２
０
２
４
年
問
題
）
建
設
業
界
で
働
く
人
達
の
労
働
環

境
の
変
革
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
最
も
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。 

加
え
て
、
近
年
の
建
設
資
材
価
格
の
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
、
さ
ら
に
は
「
Ｉ

Ｔ
投
資
」
や
「
グ
リ
ー
ン
投
資
」
な
ど
の
設
備
投
資
が
建
設
関
係
企
業
の
経
営

に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
林
土
連
で
は
日
本
治
山
治
水
協
会
の
山
口
俊
一
会
長
に
ご
指

導
を
賜
り
な
が
ら
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
や
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
係
る

林
野
公
共
事
業
予
算
額
の
確
実
な
確
保
に
努
め
、
結
果
と
し
て
２
７
３
５
億
円

を
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
各
林
業
土
木
協
会
の
皆
様
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
関
係
機
関
等
に
、
森
林
整
備
事
業
や
治
山
事
業
の
重
要
性
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
予
算
要
望
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
た
だ

い
た
賜
だ
と
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

さ
て
、
２
０
２
５
年
に
は
約
８
０
０
万
人
の
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な

り
、
建
設
業
界
で
も
ベ
テ
ラ
ン
層
の
多
く
が
退
職
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
手

不
足
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

担
い
手
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、
建
設
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
目
的
と
し
た
情
報
発
信
や
、
個
人
の
技
能
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
な
ど
を
適

正
に
反
映
し
た
給
与
体
系
の
改
善
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
労
働
生
産
性
の

向
上
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
な
ど
、
様
々
な
対
策

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
森
林
土
木
工
事
の
現
場
は
山
間
奥
地
で
、
会
社
か
ら
現
場
ま
で
の

移
動
に
長
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
超
過
勤
務
に
陥
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
会
員
企
業
の
中
に
は
社
員
に
複
数
の
業
務
や
工
程
を
遂
行
す
る

技
術
を
身
に
付
け
さ
せ
、
事
務
の
分
業
制
に
よ
っ
て
作
業
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

人
材
を
育
成
し
、
働
き
方
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
も
出
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
今
年
は
、
私
ど
も
林
業
土
木
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
の

年
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

２
０
２
５
年
の
巳
年
は
「
蛇
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
再
生
と
変
化
」
を
意
味

２ 
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す
る
よ
う
で
す
。
脱
皮
し
強
く
成
長
す
る
蛇
は
、
そ
の
生
命
力
か
ら
「
不
老
長

寿
」
を
象
徴
す
る
動
物
、
ま
た
は
神
の
使
い
と
し
て
信
仰
さ
れ
「
努
力
を
重
ね
、

物
事
を
安
定
さ
せ
て
い
く
」
と
い
っ
た
縁
起
の
良
さ
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

林
土
連
で
は
、
引
続
き
森
林
土
木
事
業
が
向
上
す
る
よ
う
努
力
し
て
参
る
所

存
で
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
今
年
一
年
が
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

  

年 

頭 

所 

感 
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長 

官 

青 

山 
豊 
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、
９
月
20
日
か
ら
の
大
雨

を
は
じ
め
、
大
き
な
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
で
復
旧
・
復
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係

者
の
皆
様
方
の
御
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

林
野
庁
と
し
て
も
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
「
奥
能
登
地
区
山
地
災
害
復
旧
対
策
室
」
を
設
置
し
、
国
直
轄
に
よ
る
災
害

復
旧
事
業
等
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
考
え
の
下
、
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
森
林
整
備
・
治
山
対
策
を
強
力
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

昨
年
の
夏
も
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
政
府

は
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
日
本
全

体
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
と
と
も
に
、
森
林
な
ど
に
よ
る
炭
素
吸
収

が
必
要
で
す
。 

我
々
森
林
・
林
業
関
係
者
と
し
て
は
、
内
閣
府
の
森
林
に
期
待
す
る
役
割
に

つ
い
て
の
世
論
調
査
で
も
、「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」
を
挙
げ
た
人
が
最
も
多
い

こ
と
を
踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
森
林
を
整
備
し
、
二
酸
化
炭
素
を
効
率
よ
く
吸

収
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

戦
後
我
が
国
で
造
成
さ
れ
て
き
た
人
工
林
の
約
６
割
が
50
年
生
を
超
え
、
高

齢
級
化
が
進
み
毎
年
の
吸
収
量
が
減
少
す
る
一
方
、
木
材
と
し
て
の
利
用
期
を

迎
え
て
お
り
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
確
立
し
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

森
林
資
源
の
循
環
利
用
は
、
山
村
地
域
の
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
伐
採
し
た
木
材
を
木
造
建
築
・
木
材
製
品
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
の
中
で
も
炭
素
を
貯
蔵
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

３ 
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こ
の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
路
網
の
整
備
や
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、
木
材
加

工
流
通
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
強
化
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用

い
た
建
築
実
証
等
に
よ
る
木
材
の
需
要
拡
大
、
技
能
検
定
制
度
の
活
用
等
に
よ

る
担
い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
総
合
的
な
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

併
せ
て
、
国
民
の
４
割
以
上
が
罹
患
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
花
粉
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
発
生
源
と
な
る
ス
ギ
林
の
伐
採
・
植
替
え
や
需
要
拡
大
、
花

粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
な
ど
の
取
組
を
進
め
ま
す
。 

ま
た
、
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
１
０
０
万
ト
ン 

 

Ｃ
Ｏ
 2
が
認
証
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
約
１
１
０
万
ト
ン
Ｃ
Ｏ
 2
が
森
林

由
来
の
吸
収
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
約
１
７
０
万
ト
ン
Ｃ
Ｏ
 2
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

由
来
の
削
減
系
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
由
来
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認

証
量
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
民
間
資
金
の
呼
び
込
み
に
向
け
て
、
引
き
続
き

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
と
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
へ
の
活
用
の
拡
大
に
取
り
組

み
ま
す
。 

今
後
、
我
が
国
は
、
人
口
の
減
少
・
高
齢
化
が
加
速
す
る
局
面
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
木
材
需
要
の
多
く
を
占
め
て
き
た
住
宅
分
野
で
の
国
産
材
の
利
用
促

進
に
加
え
て
、
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
の
公
共
建
築
物
、
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施

設
な
ど
の
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進
め
、
国
産
材
需
要
の
さ
ら

な
る
拡
大
に
努
め
ま
す
。 

「
都
市(

ま
ち)

の
木
造
化
推
進
法
」
に
基
づ
く
国
と
事
業
者
等
に
よ
る
建
築

物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
件
数
は
、
昨
年
10
件
が
加
わ
り
計
25
件
と
な
り
、

小
売
業
者
な
ど
の
木
材
の
最
終
消
費
者
と
の
協
定
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
し
ま
す
。 

林
業
界
に
お
け
る
人
手
不
足
が
課
題
と
な
る
中
、
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
向

け
て
、
昨
年
９
月
、
複
数
年
の
就
業
が
可
能
な
特
定
技
能
１
号
、
技
能
実
習
２

号
・
３
号
の
適
用
対
象
に
林
業
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
業
界
団
体
の

皆
様
と
も
連
携
し
、
作
業
現
場
に
お
け
る
労
働
安
全
の
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、

外
国
人
材
も
含
め
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
は
、
林
業
関
係
の
制
度
に
い
く
つ
か
動
き
が
あ
り
ま
す
。 

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
町
村
や
都
道
府
県
、

地
域
の
関
係
者
と
、
受
け
手
と
な
る
林
業
経
営
体
の
連
携
を
強
化
し
、
迅
速
に

集
積
・
集
約
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
た
な
仕
組
み
を
創
設
す
る
た
め
、

森
林
経
営
管
理
法
の
改
正
法
案
を
通
常
国
会
に
提
出
し
ま
す
。 

４
月
に
は
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
違
法
伐
採
対
策
を

強
化
す
る
た
め
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ナ
ビ
で
の
情
報
提
供
や
説
明
会
等
に
よ

り
制
度
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
事
業
者
負
担
軽
減
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
開
始
し
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
を
促
進
し
ま
す
。 

林
野
庁
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を

持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
が
、

国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
、
林
産
物
の
供
給
な
ど
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
恩
恵
を
末
永

く
享
受
で
き
る
よ
う
、
民
有
林
・
国
有
林
が
一
体
と
な
り
日
々
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
。
本
年
も
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
国
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
本
年
が
、
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

４ 
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12
月
５
日
（
木
）
、
海
運
ク
ラ
ブ
で
第
６
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

理
事
会
は
木
下 

修
副
会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
眞
城
英
一
林
野
庁
国
有

林
野
部
長
か
ら
、
災
害
発
生
時
の
対
応
や
予
算
要
望
活
動
に
対
す
る
謝
辞
に
続

き
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
案
の
国
会
提
出
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
確
保

や
円
滑
な
事
業
実
施
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
に
加
え
、
冬
季
の
厳
し
い
環
境

下
に
お
け
る
労
働
災
害
の
防
止
等
に
つ
い
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           

理
事
会
は
、
定
款
に
基
づ
き
木
下
副
会
長
が
議
長
を
務
め
、
堂
本
専
務
理
事

が
提
案
・
説
明
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

（1）
令
和
６
年
度
決
算
見
込
み
に
つ
い
て 

 

令
和
６
年
度
決
算
は
、
１
月
の
監
査
を
経
て
理
事
会
及
び
定
時
総
会
に
諮
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

(2)
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
予
算
（
案
）
に
つ
い
て 

 

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（3）
令
和
６
年
度
林
野
庁
長
官
感
謝
状
の
下
付
申
請
に
つ
い
て 

 

各
協
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
４
名
に
つ
い
て
、
林
野
庁
に
下
付
申
請
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

（4）
令
和
６
年
度
林
土
連
会
長
表
彰
の
決
定
に
つ
い
て 

 

各
協
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
20
名
全
員
を
林
土
連
会
長
表
彰
の
受
賞

者
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
他
、
堂
本
専
務
理
事
か
ら
令
和
８
年
度
の
林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
の

当
番
協
会
に
つ
い
て
、
正
式
な
理
事
会
へ
の
提
案
は
年
明
け
１
月
の
第
１
回
理

事
会
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
順
番
に
従
っ
て
前
橋
協
会
に
お
願
い
す
る
こ
と

で
進
め
て
い
き
た
い
と
説
明
し
、
異
論
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
説
明
の
と
お
り
進

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
他
、
堂
本
専
務
理
事
か
ら
、 

① 

林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
の
概
要 

② 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
の
開
催 

③ 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
の
開
催 

④ 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
の
開
催 

⑤ 
令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
関
す
る
要
望
活
動 

⑥ 

「
２
０
２
４
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
」
の
共
催 

⑦ 

森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
の
緊
急
決
起
大
会 

木下副会長 

眞城国有林野部長 

令
和
６
年
度 

第
６
回
理
事
会
を
開
催 

５ 
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⑧ 

林
土
連
の
当
面
の
行
事
予
定 

な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

  

理
事
会
終
了
後
、
林
野
庁
業
務
課
か
ら
所
掌
事
項
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
宇
山
雄
一
業
務
課
長
か
ら
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
概
要
に
つ
い

て
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
受
注
環
境
の
整
備
に
努
め
つ
つ
円
滑
な
事
業

実
施
を
図
る
た
め
、
林
野
庁
に
お
い
て
発
注
情
報
の
早
期
公
表
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
山
内
三
津
雄
業
務
課
企
画
官
か
ら
、
今
年
度
の
労
働
災
害
の
発
生
状

況
、
令
和
６
年
度
の
山
地
災
害
の
発
生
状
況
と
そ
の
対
応
、
担
い
手
３
法
改
正

の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

予
算
や
災
害
対
策
で
繁
忙
を
極
め
る
中
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
林
野
庁
の
皆

さ
ま
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

          

   

12
月
17
日
、
一
般
会
計
の
総
額
が
13
兆
９
４
３
３
億
円
に
の
ぼ
る
補
正
予

算
が
成
立
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
補
正
予
算
は
、
令
和
６
年
11
月
22
日
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
国
民

の
安
全
・
安
心
と
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
総
合
経
済
対
策
」
の
財
政
的
な
裏

付
け
と
な
る
も
の
で
す
。 

林
野
関
係
の
補
正
追
加
額
は
約
１
４
１
６
億
円
で
、
こ
の
う
ち
森
林
整
備
事

業
・
治
山
事
業
に
係
る
補
正
追
加
額
は
約
８
１
７
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

公
共
事
業
の
内
訳
を
見
る
と
、
森
林
整
備
事
業
が
約
５
０
６
億
円
（
う
ち
約

３
０
５
億
円
は
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
対
策
）
、
治
山
事
業
が
約
３
１
０
億
円
計
上

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
や
令
和
６
年
９
月
の
豪
雨
等

に
よ
り
被
災
し
た
治
山
・
林
道
施
設
等
を
早
期
に
復
旧
す
る
た
め
の
山
林
施
設

等
災
害
復
旧
等
事
業
費
約
３
６
３
億
円
が
追
加
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
非
公
共
事
業
で
は
「
林
業
・
木
材
産
業
国
際
競
争
力
強
化
総
合
対
策
」

や
「
花
粉
の
少
な
い
森
林
へ
の
転
換
促
進
緊
急
総
合
対
策
」
、
「
森
林
病
害
虫
等

被
害
拡
大
防
止
緊
急
対
策
」
な
ど
、
約
２
３
６
億
円
が
追
加
措
置
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 
 

令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
概
要 

理事会の様子 

６ 
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ぜ
ん
え
ん
ど 

 

 

12
月
27
日
、
政
府
は
令
和
６
年
度
当
初
予
算
を
２
兆
９
６
９
８
億
円
ほ
ど
上

回
り
、
過
去
最
大
と
な
る
一
般
会
計
総
額
約
１
１
５
兆
５
４
１
５
億
円
の
令
和

７
年
度
当
初
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
公
共
事
業
関
係
費

は
、
国
土
強
靱
化
施
策
や
能
登
半
島
災
害
復
旧
な
ど
の
災
害
復
旧
等
事
業
費
を

含
め
て
６
兆
８
５
８
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

農
林
水
産
関
係
予
算
で
は
、
非
公
共
事
業
費
を
含
め
た
総
額
は
２
兆
２
７
０

６
億
円
（
対
前
年
度
比
１
０
０
．
１
％
）
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
公
共
事
業
費
は

６
９
６
６
億
円
（
対
前
年
度
比
９
９
．
７
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表―

１
）
。 

公
共
事
業
費
の
内
訳
は
、
農
業
農
村
整
備
３
３
３
１
億
円
（
対
前
年
度
比
１

０
０
．
２
％
）
、
林
野
公
共
（
治
山
、
森
林
整
備
）
１
８
８
０
億
円
（
対
前
年
度

比
１
０
０
．
２
％
）
、
水
産
基
盤
整
備
７
３
１
億
円
（
対
前
年
度
比
１
０
０
．
２
％
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表―

２
）
。 

非
公
共
を
含
め
た
林
野
庁
関
係
の
予
算
総
額
は
、
３
０
６
８
億
円
（
対
前
年

度
比
１
０
２
．
２
％
）
で
、
こ
の
う
ち
公
共
事
業
費
に
は
１
９
７
３
億
円
（
対

前
年
度
比
９
９
．
６
％
）
が
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

林
野
庁
関
係
公
共
事
業
費
の
内
訳
を
見
る
と
、
治
山
事
業
に
６
２
５
億
円
（
対

前
年
度
比
１
０
０
．
２
％
）
、
森
林
整
備
事
業
に
１
２
５
６
億
円
（
対
前
年
度
比

１
０
０
．
２
％
）
、
合
計
１
８
８
０
億
円
（
対
前
年
度
比
１
０
０
．
２
％
）
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
注
記
に
あ
る
よ
う
に
令
和
６
年
度
補
正
予
算
等
を
含
め
た
林
野
公
共

関
係
予
算
の
総
合
計
は
、
２
７
３
５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表―

３
）
。 

令
和
７
年
度
当
初
予
算
（
案
）
の
概
要 

　　　　　　　林野関係合計 1,416 億円
単位：百万円）

公共 非公共 計

森林整備事業・治山事業 81,652 81,652 

　森林整備事業 50,607 50,607 

　（うち305億円は総合的なＴＰＰ等対策）

　治山事業 31,045 31,045 

山林施設災害復旧等事業 36,337 36,337 

林業・木材産業国際競争力強化総合対策 30,501 15,352 45,853 

（うち305億円は森林整備事業（再掲）） （再掲） （再掲含む）

花粉の少ない森林への転換促進緊急総合対策 5,635 5,635 

燃油・資材の森林由来資源への転換等対策 1,700 1,700 

森林病害虫等被害拡大防止緊急対策 663 663 

シカによる森林被害緊急対策 160 160 

被災木材加工流通施設等緊急復旧対策 100 100 

117,989 23,610 141,599 

（注）１　金額は、関係ベース。

　　　２　計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

令和６年度　林野関係補正予算の概要

合　　計

区　　　分

７ 
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表－１

総　括　表 （単位：億円）

６　　年　　度
予　　算　　額

７　　年　　度
概 算 決 定 額

６ 年 度 補 正
追　　加　　額

　農林水産予算額 22,686   22,706   8,678   

（対前年度比） -   100.1%   

　１.公共事業費 6,986   6,966   3,917   

（対前年度比） -   99.7%   

 　　一般公共事業費 6,784   6,786   3,201   

（対前年度比） -   100.0%   

 　　災害復旧事業費 202   180   716   

（対前年度比） -   99.1%   

　２.非公共事業費 15,700   15,741   4,761   

（対前年度比） -   100.3%   

（注）１． 金額は関係ベース。

　　　２． 計数整理の結果、異動を生じることがある。

　　　３． 計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

区　　　分

令和７年度　農林水産関係予算の骨子

表－２

公共事業費一覧
（単位：億円）

６　　年　　度
予　　算　　額

７　　年　　度
概 算 決 定 額

６ 年 度 補 正
追　　加　　額

　 農業農村整備 3,326   3,331   2,037   
（対前年度比） 100.2%   

 　林野公共 1,877   1,880   817   
（対前年度比） 100.2%   

 　水産基盤整備 730   731   320   
（対前年度比） 100.2%   

 　海　　　　岸 81   81   28   
（対前年度比） 100.0%   

 　農山漁村地域
 　整備交付金

（対前年度比） 99.0%   

 一般公共事業費計 6,784   6,786   3,201   
（対前年度比） 100.0%   

 　災 害 復 旧 等 202   180   716   
（対前年度比） 89.1%   

 公　共　事　業　費　計 6,986   6,966   3,917   
（対前年度比） 99.7%   

（注）1.金額は関係ベース。
　　　2.計数整理の結果、異動を生じることがある。
　　　3.計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。
　　　4.農業農村整備事業関係予算は、6,500億円。その内訳は以下のとおり。
　　　　・農業農村整備事業　3,331億円
　　　　・農山漁村地域整備交付金のうち農業農村整備分　584億円
　　　　・非公共の農業農村整備関連事業　548億円
　　　　　（農地耕作条件改善事業、畑作等促進整備事業、農業水路等長寿命化・防災減災事業、農山漁村振興交付金)
　　　　・６年度補正額（農業農振整備事業）2,037億円

区　　　分

770   762   -   
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表－３

（単位：億円）

６年度
予算額

７年度
概算決定額

６年度
補正追加額

　公　共　事　業　費 1,982   1,973   1,180   

（対前年度比） 99.6%   

　　一 般 公 共 事 業 費 1,877   1,880   817   

（対前年度比） 100.2%   

　　　治山事業費 624   625   310   

（対前年度比） 100.2%   

　　　森林整備事業費 1,254   1,256   506   

（対前年度比） 100.2%   

　　災 害 復 旧 等 事 業 費 105   93   363   

（対前年度比） 89.1%   

　非　公　共　事　業　費 1,021   1,095   236   

（対前年度比） 107.3%   

3,003   3,068   1,416   

（対前年度比） 102.2%   

（注）１ 林野公共関係予算の総合計は2,735億円
・林野公共事業(令和７年度当初):1,880億円
・林野公共事業(令和６年度補正):817億円
・路網の整備・機能強化対策（非公共(令和７年度当初・令和６年度補正)):38億円

２ 上記のほか、農山漁村地域整備交付金に、林野関係事業を措置している。
３ 金額は、関係ベース。
４ 計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

令和７年度　林野関係予算の概要

区　　　分

合　　　　　　計
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草
津
よ
い
と
こ
薬
の
温
泉 

（
く
さ
づ
よ
い
と
こ
く
す
り
の
い
で
ゆ
） 

 
 

株
式
会
社 

武
藤
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

代
表
取
締
役 

武
藤 

恭
平 

（
前
橋
林
業
土
木
協
会
） 

 

弊
社
は
、
関
東
森
林
管
理
局
吾
妻
森
林
管
理
署
管
内
、
有
名
な
温
泉
地
の
草

津
温
泉
が
あ
る
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
に
て
昭
和
24
年
に
創
業
し
た
企
業
で

す
。
地
元
の
草
津
温
泉
は
、
群
馬
県
西
部
に
位
置
す
る
日
本
屈
指
の
温
泉
地
で

す
。
そ
の
源
は
、
周
辺
に
そ
び
え
る
活

火
山
「
草
津
白
根
山
」
。
こ
の
火
山
活
動

が
も
た
ら
す
豊
富
で
高
温
な
温
泉
は
、

「
湯
畑
」
を
中
心
に
町
中
へ
と
広
が

り
、
訪
れ
る
人
々
を
癒
し
続
け
て
い
ま

す
。 草

津
温
泉
の
湯
は
、
日
本
三
名
泉
の

ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、
酸
性
度
が
高

く
、
殺
菌
作
用
や
肌
の
再
生
を
促
す
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
万
病

に
効
く
」
と
も
言
わ
れ
る
泉
質
は
、
日

帰
り
入
浴
施
設
や
旅
館
で
堪
能
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
湯
も

み
や
足
湯
と
い
っ
た
伝
統
的
な
温

泉
文
化
も
体
験
で
き
る
の
が
魅
力

で
す
。 

観
光
面
で
も
草
津
温
泉
は
見
ど

こ
ろ
が
豊
富
で
す
。
湯
畑
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
、
火
山
活
動
を
間
近

で
感
じ
ら
れ
る
「
白
根
山
湯
釜
」
、

四
季
折
々
の
自
然
美
を
楽
し
め
る

「
西
の
河
原
公
園
」
な
ど
、
訪
れ
る

た
び
に
新
た
な
魅
力
が
発
見
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
元
の
グ
ル
メ
や
お
土
産

も
充
実
し
て
お
り
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う
や
地
酒
は
訪
問
時
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。 

草
津
温
泉
は
、
火
山
の
恵
み
を
存
分
に
受
け
た
自
然
の
力
と
、
温
泉
街
の
温

か
み
が
調
和
す
る
場
所
で
す
。
一
度
訪
れ
れ
ば
、
そ
の
魅
力
に
心
を
奪
わ
れ
る

こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

平
成
30
年
１
月
23
日
、
草
津
白
根
山
の
本
白
根
山
で
突
然
の
噴
火
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
噴
火
は
火
山
性
ガ
ス
や
噴
石
を
伴
う
も
の
で
、
ス
キ
ー
場
に
い

た
人
々
を
巻
き
込
む
大
規
模
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
噴
石
が
近
隣
を
直
撃
し
、

死
傷
者
が
発
生
す
る
惨
事
と
な
っ
た
ほ
か
、
リ
フ
ト
や
施
設
に
も
大
き
な
被
害

が
及
び
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
、
自
衛
隊
員
1
名
が
犠
牲
と
な
り
、
多
く

の
人
々
が
負
傷
し
ま
し
た
。 

こ
の
噴
火
は
、
事
前
の
明
確
な
兆
候
が
ほ
と
ん
ど
な
く
発
生
し
た
こ
と
が
特

「 

会 

員 

か 

ら 

の 

声 

」 

草津温泉名所「湯畑」 

草津温泉名所「西の河原公園」 

10 



林 土 連 会 報 

 

徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
防
災
対
策
の
重
要
性
や
、
火
山
活
動
の
監
視
強
化
が
改

め
て
注
目
さ
れ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
噴
火
の
後
、
気
象
庁
は
草
津

白
根
山
周
辺
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
、
周
辺
地
域
へ
の
立
ち
入
り
を

規
制
し
ま
し
た
。 

草
津
白
根
山
は
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
一
方
で
、
活
火
山
で
あ
る
リ
ス
ク

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
故
は
、
観
光
と
防
災
の
両
立
に
つ
い
て
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
り
、
地
域
全
体
の
安
全
対
策
や
観
光
客
へ
の
情
報
提
供
が
一
層
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
噴
火
災
害
を
契
機
と
し
て
、「
草
津
白
根
山
（
本
白
根
山
）
火
山
噴
火
緊

急
減
災
対
策
砂
防
計
画
」
と
「
草
津
白
根
山
（
湯
釜
付
近
）
火
山
噴
火
緊
急
減

災
対
策
砂
防
計
画
（
改
訂
）
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策

砂
防
計
画
は
、
大
規
模
噴
火
後
に
発
生
す
る
火
砕
流
や
土
石
流
、
融
雪
型
火
山

泥
流
と
い
っ
た
二
次
災
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
草
津
白
根
山

周
辺
地
域
は
、
降
灰
や
雪
解
け
に
よ
る

土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
こ
の
計

画
は
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
軽
減
に
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。 

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
白
根
地
区
の

振
子
沢
流
域
に
お
い
て
、
治
山
事
業

（
林
野
庁
）・
砂
防
事
業
（
国
土
交
通
省
）

で
連
携
し
施
設
整
備
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
振
子
沢
・
清
水
沢
合
流

点
上
流
に
は
治
山
施
設
を
、
下
流
に
は

砂
防
堰
堤
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、 

      

    

渓
流
内
に
存
在
す
る
不
安
定
土
砂
の
流
出
を
抑
制
し
、
下
流
域
を
土
砂
災
害
か

ら
保
全
し
ま
す
。 

弊
社
も
令
和
元
年
度
よ
り
防
災
対
策
総
合
治
山
工
事
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
谷
止
工 

、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
谷
止
工
を
中
心
と
し

た
治
山
施
設
整
備
を
施
工
し
て
お
り
ま
す
。
環
境
負
荷
低
減
に
努
め
た
工
夫
や

短
い
工
期
の
中
で
の
適
切
な
工
程
管
理
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
令
和
２
年
度

の
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
弊
社
が
施
工
し
た
白
根
地
区
振

子
沢
地
域
防
災
対
策
総
合
治
山
工
事
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
多
様
に
変
化
す
る
社
会
環
境
・
自
然
環
境
の
中
に
お
い
て
、
地

元
の
草
津
町
及
び
中
之
条
町
旧
六
合
地
区
の
社
会
基
盤
・
社
会
資
本
の
整
備
、

維
持
管
理
を
最
前
線
で
担
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
地
域
に
と

っ
て
存
在
価
値
の
あ
る
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
建
設
会
社
で
あ
り
続
け
た
い
と

い
う
思
い
で
企
業
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。 

 
 

施工中の治山施設 

コンクリート谷止工 

コンクリートブロック谷止工 
（奥が林野庁長官賞受賞工事） 
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１
月

 

７

 

日
（
火
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

   

令
和
７
年 

 

１
月
23

 

日
（
木
） 
第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
）

 

 

２
月
18

 

日
（
火
） 

令
和
７
年
度
定
時
総
会
及
び
関
連
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
） 

 

７
月
（
未
定
） 

 
 

 

三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 

９
月

 

９

 

日
（
火
） 

 

第
２
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 

９
月

 

10
日
（
水
） 

事
務
局
長
会
議
（
山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
） 

10
月
22
日
（
水
） 

 
 

～
23
日
（
木
） 

技
術
現
地
研
修
会
（
軽
井
沢
町
） 

11
月
17
日
（
月
） 

 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
18
日
（
火
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
19
日
（
水
） 

治
山
・
林
道
の
つ
ど
い 

（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

12
月

 

４

 

日
（
木
） 

第
３
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
）

 

 

令
和
８
年 

 

１
月
22
日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 

２
月
17
日
（
火
） 

令
和
８
年
度
定
時
総
会
及
び
関
連
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
） 

  

◎ 

各
協
会
、
会
員
企
業
の
皆
様
方
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

◎ 

令
和
７
年
度
当
初
予
算
が
昨
年
末
の
12
月
27
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
６
年
度
補
正
と
令
和
７
年
度
当
初
を
合
わ
せ
た
林
野
公
共
事
業
予

算
の
額
は
、
２
７
３
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
各
協
会
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保
に
向
け
た
関
係
機
関
等
へ
の
働
き
か
け
な
ど
、

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
も
に
、
今
後
の
円
滑
な
事
業
実
行
に
御

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◎ 

令
和
７
年
度
林
土
連
定
時
総
会
及
び
関
連
行
事
を
２
月
18
日
（
火
）
に
開

催
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
林
土
連
創
立
65
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

一
般
社
団
法
人 

日
本
林
業
土
木
連
合
協
会 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二―

一
四―

二 

山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
三
階 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
三―

三
五
八
一―

七
七
〇
四 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
三―

三
五
八
〇―

八
四
〇
三 

h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
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